
◆NETIS登録番号は応募時点

1 QS-220037 - A
加熱溶融型視覚障がい者誘導用
点字シート「あるくM2」

アクリル樹脂製の視覚障がい者誘導用点字シートと、加
熱溶融型接着シートを接着する事で、施工効率の向上や
産業廃棄物ゼロが可能となる。

技術概要 2 説明資料 4

2 HK-190010 - A
下部水密可動式無動力自動開閉
ゲート

底部がフラットな水路に設置可能な無動力自動開
閉ゲート(オートゲートステップレス バタフライ
フロート)

技術概要 16 説明資料 18

3 TH-140013 - VE
ジュート繊維利用環境配慮型人
工張芝「アサシバ」

ジュート繊維を利用し施工性を向上させた全分解
型の人工張芝

技術概要 31 説明資料 33

4 KT-230057 - A
附属物点検表作成サービス「み
ちてんスナップ」

ドライブレコーダーの映像から点検対象とする道
路附属物を抽出し、点検表を自動作成するシステ
ム

技術概要 41 説明資料 43

5 CG-190012 - A ワイヤーメッシュCSスペーサー デッキプレート合成スラブスペーサー 技術概要 48 説明資料 50

6 QS-200026 - A
遠隔臨場検査監督システム（ア
テネット）

立会業務の効率化・省力化を行う遠隔地立会シス
テム

技術概要 63 説明資料 65

7 OK-150002 - VR
上部フレアを用いた既設護岸改
良工法

上部フレア(防波プレキャストブロック)を用いて
既設護岸を改良する工法

技術概要 81 説明資料 83

8 QS-190039 - A
タケミックスソイル緑化工法(竹
繊維植生基材吹付工)

綿状生竹繊維緑化基材を用い、接合剤とラス金網
が不要となることで、自然環境変化に順応する浸
食耐久性植生工

技術概要 91 説明資料 93

9 CG-190005 - A PRMSカラー工法
景観に配慮した車両通行が可能な舗装材を使用し
た道路舗装工法

技術概要 102 説明資料 104

10 KK-220022 - A 勘トリイ工法 即結管べえを用いた仮桟橋の上・下部工一括架設 技術概要 120 説明資料 122

11 QS-190022 - A
ヒノダクパイル(ダクタイル鋳鉄
製基礎杭・省スペース基礎工法)

省スペースおよび施工効率化を実現した支柱基礎
杭

技術概要 132 説明資料 134

12 KT-220222 - A ＦＮ継手 初期締結力を有するワンパス型セグメント継手 技術概要 150 説明資料 152

13 KT-220008 - A
画像鮮明化装置「ＬＩＳｒ－１
０１」

工事現場等における不鮮明な監視画像（動画・静
止画）を自動で鮮明化する装置

技術概要 158 説明資料 160

14 KT-220140 - A WHJ-In工法 超高圧噴射深層混合処理工法 技術概要 170 説明資料 172

15 KK-200032 - A ヌノピタ
プレキャスト製で大型の積みブロックを用いたコ
ンクリートブロック積工

技術概要 184 説明資料 186

16 KT-190121 - A エコミックス リサイクル材料を使用した常温合材 技術概要 194 説明資料 196

17 KK-210059 - A
揺れ補正機能搭載カメラによる
遠隔モニタリングシステム「遠
場監督」

作業員のヘルメットに装着した揺れ補正機能搭載カメラ
で建設・施設維持管理現場の高画質映像を遠隔地からモ
ニタリングできる遠隔臨場システム

技術概要 211 説明資料 213

18 KK-190004 - A
遮水シート一体化型ブロック
マット

河川堤防の表法面からの水の浸透を防止すること
ができる遮水シートと一体化したコンクリートブ
ロックマット

技術概要 221 説明資料 223

19 QS-200028 - A 土石流検知アラートシステム
カメラ映像によるリアルタイム土石流検知システ
ム

技術概要 233 説明資料 235

20 TH-220006 - A
蛍光X線分析によるコンクリー
ト塩分濃度調査工法

蛍光X線法と拡張現実技術による表面塩分濃度のス
クリーニング

技術概要 245 説明資料 247

21 KT-230038 - A
合成頂版式分割カルバート「コ
ンポジットカルバート」

頂版部分に構造部材兼用埋設型枠と現場打ち鉄筋
コンクリートを用いた構造のボックスカルバート

技術概要 251 説明資料 253

22 KK-220034 - A
「3DDC-NTM」工事支援システ
ム

3次元測定計測装置と3次元計測結果差分算出アプ
リケーションによる工事支援システム

技術概要 260 説明資料 262

23 QS-200020 - A
補強型コンクリートはく落防止
工法

ポリウレア樹脂をスプレーコーティングすることによ
り、老朽化したコンクリートのはく落を防止し、強靭
化・長寿命化する工法

技術概要 267 説明資料 269

24 KK-220029 - A
特定小電力によるレーダ式水位
計

国内電波法認証　電波を使用した全天候対応型水
位計

技術概要 283 説明資料 285
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担当部署 土木鉄構事業部

担当者 九州営業所　土田　智雄

NETIS登録番号 HK-190010-A 電話番号 092-892-4521

会社名等 旭イノベックス株式会社 MAIL t-tsuchida@asahi-grp.co.jp

技術の概要

①自然条件
　a 水路の推泥、推砂が比較的少ないこと
　b 水路に玉石などが常時堆積していないこと。
②現場条件
　a 水路翼壁の条件はフラップゲート同様。
　b 翼壁が無くても設置可能です。
③適用範囲
　 □1.0m～□2.0m程度が特にコスト削減効果が高くなります。
　 機器追加により遠方監視システム対応可能（川表・裏水位、ゲート開度）
④懸念事項
　 波浪の影響、土砂堆積が懸念される場合は個別に検討が必要となります。

国の機関　40件（九州　0件、九州以外　40件）
自治体　   15件（九州  0件、九州以外   15件）
民　 間　   　0件（九州  0件、九州以外  　0件）

３．技術の効果

４．技術の適用範囲

従来は敷段差のない既設の引上げ式樋門ゲート設備を無動力自動化するにあたり,既設の
水路を大幅に改修し敷段差を設けていた。しかし敷段差を不要とすることで土木構造物の
改修範囲が減少し,また翼壁の長さの制約もなくなった事により、一層の低コスト・短工
期でのゲートの無動力自動化を可能としました。

「バランスウェイト式フラップゲート」と「下端揺動式水密ゴム」を組み合わせることに
より、フラットな水路底面においても下部の水密を確保でき、水路の敷段差を不要としま
した。「下部揺動式水密ゴム」は、扉体の内部に収納されたウェイトフロートにより、扉
体の開閉に合わせて、水位の変動により開閉を行います。

①社内での水路実験（0.70m×0.70m）により、樋門ゲートとしての機能は確認済みです。
②敷段差を設置した自動開閉式ゲートとの比較ではゲート工事費+土木工事費で 60％程度
のコスト削減また、短期間での施工が可能になりました。

５．活用実績（2023年8月31日現在）

１．技術開発の背景及び契機

技 術 概 要　

２．技術の内容

下部水密可動式
無動力自動開閉ゲート

技術名称

16
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６．写真・図・表

増水通常
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担当部署 技術営業部

担当者 森上・中村・香川

NETIS登録番号 TH-140013-VE 電話番号 092-526-0588

会社名等 九州日植株式会社 MAIL  kniss@kyushunisshoku.co.jp

技術の概要

九州内での実績
　国の機関　 21件
　自治体　　380件
　民間　　　 80件

１．技術開発の背景及び契機

技 術 概 要　

２．技術の内容

ジュート繊維利用環境配慮型人工
張芝「アサシバ」

技術名称

３．技術の効果

４．技術の適用範囲

５．活用実績（2023年9月30日現在）

従来のワラ付張芝に変わる盛土のり面用緑化資材。従来のワラ付張芝は製品の特性
上、施工後強風によるネットのめくれ、ほつれなど製品が破損しやすかった。

使用するネットをワラコモから、天然素材の中でも安定した品質のジュート繊維ネッ
トを使用した。ジュート繊維ネットに糊を付着し、直接ネットに、種子・肥料を接着
させている。

・ジュート繊維ネットの網目構造により、従来技術と比較して、侵食防止機能に優れ
る。また、強風によるネットのめくれ、ほつれがなく、製品が破損しにくい。
・軽量な素材であるジュート繊維ネットに直接種子・肥料を接着させていることによ
り、ネットの展開及び張付け作業時の施工性が良く、工期の短縮、コスト縮減に繋が
る。
・植生の成立する期間(半年～1年)を経てネットが完全分解するため、環境負荷が低
く、維持管理時における草刈り作業が安全にできる。

①自然条件
土質:砂質土、粘性土

②現場条件
緑化工の適用可能な法面
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　　【耐風試験状況】

６．写真・図・表
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技 術 概 要 
 

技術名称 
附属物点検表作成サービス「みちてんスナッ

プ」 

担当部署 

営業統括本部 ソーシャルデザ

イン統括部 事業推進部 イン

フラDX課 

担当者 橘 昭頼 

NETIS登録番号 KT-230057-A 電話番号 03-6281-8500 

会社名等 古河電気工業株式会社 MAIL 
akira.tachibana@furukawaelectric.

com 

技術の概要 １．技術開発の背景及び契機 

道路標識や道路照明といった小規模道路附属物は数が膨大であり、その点検作業にも多大

な工数が発生しています。点検に使用する点検表の作成においても、従来は作業員が複数

名で現地に足を運び路線によっては警備員を雇い、交通規制を行いながら点検対象とする

道路付属物を抽出し、種別、位置情報、位置図、全景写真等を手動で作成・入力すること

で点検表作成を行っているため多大な手間と時間を要するなどの課題があり、省力化でき

る技術が求められていました。 

 

２．技術の内容 

本技術は、ドライブレコーダーの映像から点検対象とする道路附属物を抽出し、点検表を

自動作成するシステム（※点検作業は対象外）です。道路情報に特化した独自のRPA（ロボ

ティック・プロセス・オートメーション：複雑な作業をソフトウェアで自動化する）技術

により、ドライブレコーダーの映像から附属物の位置情報（座標）や属性（種別）を抽出

し、定期点検の記録様式である点検表を自動作成します。 

 

３．技術の効果 

ドライブレコーダーを車両に取り付けて走るだけで、道路標識や照明等の幅広い対象物を

90％以上の認識率で抽出が可能であり、点検対象物の抽出の作業時間を人による作業時間

の10分の1にすることができます。また、点検表作成における作業の手間と時間が削減で

き、省力化となるため、施工性、経済性の向上および工程の短縮が図れたり、道路上での

作業が不要となり、交通事故のリスクを低減できるため、安全性の向上が図れます。 

 

４．技術の適用範囲 

- 車両が進入・通行できる道路（幅員2.0ｍ以上、有効高2.0ｍ以上）に適用可能です。 

- 特に、対象区間延長が長い場合や道路附属物が多い路線で高い効果を発揮します。 

 

５．活用実績（2023年11月27日現在） 

国の機関   1件  自治体  20件 民 間  60件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

41



６．写真・図・表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1．附属物点検表作成サービス「みちてんスナップ」の画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図2．附属物点検表作成サービス「みちてんスナップ」の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3．施工フロー 

 

 

42



All Rights Reserved, Copyright© FURUKAWA ELECTRIC CO., LTD. 2023

22/10All Rights Reserved, Copyright© FURUKAWA ELECTRIC CO., LTD. 2023
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33/10All Rights Reserved, Copyright© FURUKAWA ELECTRIC CO., LTD. 2023

44/10All Rights Reserved, Copyright© FURUKAWA ELECTRIC CO., LTD. 2023

Step1

Step2

Step3
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55/10All Rights Reserved, Copyright© FURUKAWA ELECTRIC CO., LTD. 2023

66/10All Rights Reserved, Copyright© FURUKAWA ELECTRIC CO., LTD. 2023

1.5 29,000 43,500 

1.5L 1.5 24,200 36,300 

100 6,000 600,000 

10 29,000 290,000 

1.5L 10 24,200 242,000 

)
53.85 1 286,400 286,400 
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77/10All Rights Reserved, Copyright© FURUKAWA ELECTRIC CO., LTD. 2023

88/10All Rights Reserved, Copyright© FURUKAWA ELECTRIC CO., LTD. 2023
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99/10All Rights Reserved, Copyright© FURUKAWA ELECTRIC CO., LTD. 2023

1010/10All Rights Reserved, Copyright© FURUKAWA ELECTRIC CO., LTD. 2023
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問合せ先(開発会社)  株式会社アストン 営業開発部 担当：山本昌宏　電話番号：０８６－２５５－１５１１

技　 術 　概 　要

技術名称 ＮＥＴＩＳ登録番号 ＣＧ－１９００１２－Ａ ワイヤーメッシュ ＣＳスペーサー
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ワイヤーメッシュ ＣＳスペーサー（ＮＥＴＩＳ登録番号：ＣＧ－１９００１２－Ａ）

◆何について何をする技術なのか?

デッキ合成スラブにおけるひび割れ拡大防止筋の設置工において、コンクリート打設時のデッキプレー
トとひび割れ拡大防止筋（ワイヤーメッシュ・溶接金網等）との設計位置を保持する鋼製スペーサー。

ひび割れ拡大防止筋の下がりを防止し、デッキ合成スラブ：コンクリートひび割れの拡大・進展を抑制

◆形　状

Ｈ３８ｍｍ
（ 品番Ｔ６-５０ )

◆期待される効果は?（新技術活用のメリットは？）

溝はめ込み構造【上右写真】により、ひび割れ拡大防止筋（ワイヤーメッシュ・溶接金網等）が確実に
固定され、コンクリートの品質が確保できる。

ひび割れ拡大防止筋（ワイヤーメッシュ・溶接金網等）とスペーサーが、確実に固定されるため、コン
クリート打設時の転倒や脱落による再設置が不要となり、工期短縮を図れる。

◆適用可能な範囲

ひび割れ拡大防止筋（ワイヤーメッシュ・溶接金網等）を使用するデッキプレート合成スラブ造構造物。

◆適用できない範囲

デッキプレート等の残存型枠以外の箇所。

◆留意事項

設置数量（ピッチ）は、３.０個／ｍ2以上 （ピッチ：６０ｃｍ×６０ｃｍ）を推奨。

ひび割れ拡大防止筋に、Ｄ１０・異形鉄筋を使用する場合は、Ｈ３０ｍｍ（品番Ｔ１０-５０）を適用。

直径６ｍｍのワイヤー
メッシュ・溶接金網用

デッキプレート山上か
らのコンクリート厚さ
８０ｍｍのスラブを想
定し、上筋でスラブ上
面から「かぶり厚さ」
３０ｍｍとなる仕様

重ね継手（重ね代）部分では、重なり部分からのスペーサーの位置を一番下で450mm以上、中央で150mm以
上離すことで、自重とたわみにより、所定の位置に収まります。

製品紹介動画

現場確認動画 Ｑ＆Ａ（よくある質問）

ＣＳスペーサー 情報掲載ページ

Ｈ

https://www.cswpd.jp/
コンクリート躯体防水研究会
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担当部署 業務管理部 技術営業課

担当者 中川 和樹

NETIS登録番号 QS-200026-A 電話番号 0952-22-5107

会社名等 シマウチエンジニアリング（株） MAIL nakagawa@shimauchi-eng.com

技術の概要

技 術 概 要　

遠隔臨場検査監督システム
（アテネット）

技術名称

■本技術は、国土交通省が推進する「遠隔臨場」に対応した立会システムです。

土木・建築分野をはじめ立会を要する業務において、お手元のパソコンや

タブレット端末上で現地の臨場を可能とします。

■活用実績（2023年11月現在）

・国の機関67件（九州67件、九州以外0件）・自治体20件（九州20件、九州以外0件）

・民間3件（九州2件、九州以外1件）
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URLを入力し、すぐに利用開始

発注者（事務所） 受注者（現場）

ドローン映

像

○特徴１ 簡単な操作性

webアプリケーションであるためシステムの

インストールが不要。

導入後すぐにパソコンやタブレット端末、

スマートフォンで使用開始できます。

操作ボタンが少なく、直感的に利用できます。

○特徴２ 共有

監督員と現場で同じ映像を共有できます。

お手元の画面上で監督員が実際に見られている映像を共有でき、「ちょっと右」や「ちょっと左」

といった細かな指示にも対応が可能です。

○特徴３

○特徴４

○特徴５

○特徴６

○特徴７

遠隔臨場検査監督システム（QS-200026-A）

○特徴３ ドローン映像を共有

現場の俯瞰映像を共有

○特徴４ 4人通話

最大4名との中継が可能

○特徴５ キャプチャー

CALSサイズに対応

○特徴６ 帳票機能

PDF形式の帳票を登録可能

帳票にはタッチペンで記入可能

○特徴７ 手書き機能

監督員の手書き署名が可能
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